
龍ケ崎市財政運営の基本指針等に関する条例第１９条及び同条例施行規則第１１条の規定

による「財政運営影響額」の公表資料 

 

１．事業概要 

予算措置 ： 龍ケ崎市一般会計当初予算 

【件名】新保健福祉施設整備事業 

金  額 ： １，３３８，８１４千円 

期  間 ： 令和３年度～令和７年度 

 

２．財政運営影響額 

（１）投資的経費 

 本事業における初期投資的費用は以下のとおりである。 

年度 項目 金額（千円） 備考 

令和３年度 基本設計 ２４，４３１  

令和４年度 実施設計 ５８，００３  

令和５年度 用地取得，建築工事，工事監理 ４６９，０８１  

令和６年度 建築工事，外構工事，備品購入 ７４８，４９９  

令和７年度 既存施設解体 ３８，８００  

合計 １，３３８，８１４  

 

（２）経常的経費 

 当該施設における「維持管理にかかる経常コスト」は，１０年目は１４，３２７千円，２

０年目は１５，８２７千円，３０年目は１７，４８５千円，３０年間のトータルでは        

４２９，３７５千円と試算した。 

 

「事務・事業運営にかかるコスト」は，１０年目は９，８８８千円，２０年目は１０，９２

３千円，３０年目は１２，０６８千円，３０年間のトータルでは２９６，３３４千円と試算

した。 

 

「償還金等」は，耐用年数を考慮し，償還期間を２０年（解体は１０年）として試算した。

また，大規模改修を２２年目に行うこととし，翌年度から償還が開始されるものとして試算

した。 

 

「年別合計」の試算結果は，１０年目は７４，０５９千円，２０年目は７２，３０６千円，

３０年目は３９，２１３千円，向こう３０年間のトータルでは１，７４２，０２６千円と試

算した。 



（３）更新費用 

 「大規模改造・更新にかかるコスト」については，長寿命化対策等を踏まえ，２２年目（施

設開始から２０年目）に大規模改修を行うこととして試算した。 

 

３．事業の目的及び社会的便益等 

 保健センターは，健康相談や健康診断等の総合的な保健サービスを行う拠点として，市民

の健康づくりを支える施設である。一方，建設から約４０年を経過し，施設の老朽化が進行

するとともに，多様化するニーズに応え，幅広い保健サービスを行うには，十分なスペース

が確保できず，狭隘化の課題が顕在化している。 

また，少子高齢化の急速な進展により，児童福祉及び高齢福祉分野に対する事業や機能強

化のニーズがますます高まることが想定されるなか，子ども家庭総合支援室や地域包括支援

センターも同様の課題を抱えており，プライバシーを確保したうえで，きめ細やかに安心し

て，相談業務等の事業を進めるには，環境整備が必要となる。 

そこで，同様の課題を有し，事業間連携が重要と考えられる施設を1ヶ所に集約し，健

康づくりや子育ての総合的な支援の拠点となる新保健福祉施設を整備する。 

 


